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博士論文の内容の要旨 
 
 
専攻名 国際学研究専攻 
氏 名 ZHANG TINGTING（張 婷婷） 
 
１．論文題目 
中国における俳句の受容と展開に関する研究 ―1920年代周作人による俳句の翻訳と
小詩運動を中心に― 
 
２．研究の背景 
20 世紀初頭の中国は、内戦や欧米列強からの侵略などの問題を抱え、社会情勢が不
安定な状態であった。そのような状況の下で、当時の文学者らは新文化運動を通じて自
国を救う方法を模索し、新文学を志す文学革命が起こった。1917 年、胡適は雑誌『新
青年』において「文学改良芻議」を発表し、難解な文言を捨てて白話文学を推進するこ
とを提唱した。陳独秀はこれに呼応して「文学革命論」を発表し、旧思想と文学を破壊
して新文学を建設することの必要性を述べた。この後、胡適と陳独秀は、白話文運動を
「文学革命」にまで前進させ、詩歌がそれまでの伝統詩の韻律、文語などの束縛から解
放されるべきだと呼びかけた。そして、胡適、沈尹黙、劉半農などの白話詩が『新青年』
に次々と発表された。彼らの詩は、従来の文語定型詩に対して新詩と呼ばれた。 
新詩が盛んに創作されていくという動きの中で、のちに小詩運動と呼ばれることにな
る現象が起こった。小詩は 1行から数行までで完結する短詩型で、この小詩という新し
い形式の詩を最初に考えたのは周作人である。彼は、文学革命期に、胡適、魯迅などと
ともに新文学の創作を提唱し、「人の文学」（1918）、「平民の文学」（1919）など一連の
著名な論稿を発表し、「両個掃雪的人」（1919）、「小河」（1919）などの新詩を創作した。 
また、周作人は日本文学を中国に紹介した第一人者と言われてきた。彼は 1906 年か
ら 5年間日本に留学し、帰国した後、中国新文学の提唱に力を入れるとともに、日本文
学の紹介者としても活躍し、俳句、俗謡を皮切りに、数多くの日本の文学作品を次々と
中国語に翻訳した。俳句の翻訳は 1921 年に周作人によってはじめてなされた後、しば
らくの間、盛んに行われたが、1923 年以後途絶えてしまった。周作人が俳句を最初に
中国語に翻訳した時期は小詩の隆盛の時期と重なっており、小詩の隆盛と深い関わりが
あると考えられる。 
中国文学の研究においては、20 世紀初頭は、中国近代文学の形成において重要な位
置を占める時期とされており、同時期に周作人が行った俳句の翻訳は、中国文学の近代
化と深く関わっていると想定される。 
 
３．研究の目的 
本論文は、20 世紀初頭の中国における文学革命期に焦点をあて、周作人による俳句
の翻訳と小詩との関係性を明らかにすることを主なる目的とする。分析にあたっては、
まず周作人がどのような課題をもって俳句の翻訳を行ったかについて彼の文学活動全
体の中で整理する。その上で、なぜ周作人が提起した「俳句的小詩（俳句のような小詩）」
の創作という呼びかけに多くの知識人が呼応し、小詩が広まったのか、また、その後、
なぜ小詩は急速に衰退したのか、という点を中心に考察を進める。そうすることによっ
て、周作人が、中国文学の近代化の中でいかなる役割を果たし、どのように位置づける
ことができるのかという点を呈示することが可能となる。 
 
４．研究の内容 
 序章では、先行研究の整理を踏まえ、研究の背景及び目的、方法を示した。 
第 1章では、周作人の文学活動において、俳句の翻訳が如何に重要な役割を担ってい
たかを明らかにするために、彼の論考「人の文学」、「平民の文学」を分析し、彼の文学
観の一面を明らかにした。そこから、彼が、普遍性のある、人間の平等を表現できる新
文学を創作するために外国文学の翻訳を極めて重視していたことがわかった。つまり、
周作人によって翻訳とは、新文学を作り上げるために必要不可欠な所作であり、このよ
うな文脈で俳句の翻訳を考えていく必要性があることを明らかにした。 
第 2章では、周作人は翻訳などにより入手したものを、どのような形で世に呈示して
いたのかについて考察するため、新詩運動の展開を概観した上で、彼にとって新詩を作
ることはどういう意味を持っていたのかという点について整理・分析を行った。そして、
周作人の文学観と彼による新詩の創作との関係に検討を加えた。その結果、新文学の提
唱にあたって、胡適らによって新作されていた新詩には詩法など欠けている点が多く、
その点に疑義を抱いていた周作人は、抒情性や社会との関わりという側面に着目し、新
詩の改良に取り組んでいたことを、「雪掻きの二人」を例に明らかにした。 
第 3章では、周作人が外国文学を翻訳する際になぜ日本に注目したのかということを
明らかにするために、彼による小詩の構想と俳句の翻訳との関わりを検証した。その結
果、周作人が俳句の翻訳を行った主な理由として、当時の新詩の質の向上をはかるべく
新しい詩の構想をもっていたこと、日本文学には中国とは異なる独特な価値があるとい
う日本文化観をもっていたこと、俳句こそが日本の国民性の長所を示す代表的な詩歌で
あると考えていたことが挙げられることが分かった。 
第 4章では、小詩運動の高まりと衰退の理由を考察した。当時小詩が大量に創作され
た主な理由として、文壇ではさらなる新詩法の探求が望まれていたこと、俳句には中国
の古典詩と創作手法が通底するところがあって受け入れやすかったことなどが挙げる
ことができた。つまり、新詩の展開という側面から考えると、周作人は近代中国文学に
おいて大きな役割を果たしたことが分かった。しかし、一方で、この小詩は短期間で衰
退した。その主な原因は、口語で綴る散文体によって翻訳された小詩は、古典定型詩を
好む人から反発を受けたことが挙げられる。つまり、ここに新文学の創出を外国文学の
翻訳に頼る周作人の限界性をみることができる。 
以上の考察から、周作人による俳句の翻訳には、新詩の質の向上のみならず、新文学
の発展や中国の国民性の改造といったはっきりした目的意識があったことが分かった。
周作人のこうした一連の文学活動は、まさしく彼の「人の文学」、「平民の文学」という
文学観を実践した結果であった。つまり、周作人による俳句の翻訳の要諦は決して日本
文化である俳句を中国に紹介するというところにあるのではなく、如何に新文学の確立
をはかり、中国の近代化に寄与するのかという点にあったのであり、そういう意味で彼
による俳句の翻訳は、中国の近代文学に「人の文学」という要素を扶植する過程におい
て重要な役割を果たしたと言える。また、本研究では周作人が俳句という存在を常に中
国文学の近代化との関連性の中で捉えようとしていたことが明らかとなり、周作人の日
本文学との関わりという点において、新たな研究的視点を呈示することができたと考え
る。 
 
５．研究の意義 
本論文では、小詩が短期間で衰退したことと俳句の翻訳との関わりを解明したことに
より、俳句の翻訳の影響を受けて成立した小詩という存在の近代中国文学における位置
づけについて、1つの重要な示唆が得られたと考えられる。周作人による俳句の翻訳の
影響を受け、文壇では小詩運動が展開した。この小詩の登場は、詩の創作において新た
な詩形と詩法を呈示したとともに、新詩壇に新たな生気をもたらし、中国近代文学の発
展に一定程度寄与したと言える。しかし、中国の古典詩の否定や中国にはない特徴を持
つ俳句の翻訳を利用して成立した小詩は、当初の知識人の間で大流行したが、短命に終
わる。そこには、俳句の翻訳の近代中国文学への影響の可能性と限界を見ることができ
るのである。1920 年代周作人による俳句の翻訳と小詩運動の関連性を解明したことに
より、上記のような中国詩歌における日本詩歌の受容について新たな知見を得ることが
できた点に本研究の意義があると言える。 
以上 
  
 
博士論文審査結果の要旨 
 
 
専攻名 国際学研究専攻 
氏 名 ZHANG TINGTING（張婷婷） 
 
１．審査概要 
１）予備論文審査 
学位請求のための予備論文「中国における俳句の受容と展開に関する研究 ―1920年
代周作人による俳句の翻訳と小詩運動を中心に―」は、2016年 9月 9日に提出された。
同論文に対し、国際学研究科の教員 5名によって構成される予備論文審査委員会が設置
され、まず「宇都宮大学国際学研究科における博士の学位授与に関する取扱要項」第 5
条に定められた書類が提出されていることを確認した。その書類の内には、以下の 2本
の学会誌掲載論文が含まれる。 
 
・張婷婷「1920 年代の中国における俳句の翻訳とその影響」『比較文化研究』第 116
号、日本比較文化学会、2015年 4月、p.271～p.283 
・張婷婷「1920 年代の中国における俳句の受容と展開―周作人による俳句の翻訳と小
詩運動を中心に―」『世界文学』第 122号、世界文学会、2015年 12月、p.81～p.95 
 
その上で、委員会は同論文を精査し、同年 10月 19日に開催された審査委員会で、中
国における俳句の受容と展開について、1920 年代の周作人の行った俳句の翻訳とそれ
に続く小詩運動という視角より、精緻な資料収集を行い、社会的背景を踏まえて考察を
加えた点に学術的意義があり、学位審査請求論文を提出するに値する水準に達している
と判断した。ただし、学位論文の完成に向けて以下のような改善等の指摘があった。 
・序論を見直し、先行研究の整理をより精緻なものとし、本論文の学術的位置づけ、及
び基本的概念や定義づけをより明確化した上で、結論との論理的整合性をはかる。 
・新詩や小詩の分析において、日本語訳にさらに工夫を施したうえで、周作人の行為に
ついて批判的に検討を加えることにより、周作人による俳句の翻訳が中国文学の近代
化の過程の中でどのような価値をもっていたのかについての説明をより説得力のあ
るものにする。 
 
２）学位論文審査 
学位請求論文は 2016年 12月 14日に提出された。これを受けて国際学研究科の教員
5名および外部審査委員 1名によって構成される学位審査委員会を 2017年 1月 30日に
開催し、第１回委員会、口述による最終試験、第２回委員会を実施した。 
 
（１）第１回学位審査委員会 
第１回審査委員会では、「宇都宮大学大学院国際学研究科における博士の学位授与
に関する取扱要項」第 10 条で規定された書類が提出されていることを確認するとと
もに提出された論文を精査、2017 年 1月 30日に開催した審査委員会において予備論
文審査で改善、追加の要求のあった事項につて審査し、予備論文審査において改善等
の要求があった事項について改善のはかられたことを確認して、全員一致で最終試験
の実施を行うことを決定した。 
 
（２）最終試験 
最終試験は、同日第１回学位論文審査委員会に引き続いて実施された。最初に著者
である ZHANG TINGTING（張婷婷）氏に対して本論文について説明を求めた後、口頭試
問を行った。 
 
（３）第２回学位審査委員会 
 最終試験終了後に行われた第２回審査委員会においては、論文審査および最終試験
における ZHANG TINGTING（張婷婷）氏との口頭試問の結果から、本論文について以下
のような評価がなされ、全員一致で、本論文が学位論文［博士（国際学）］の要件を
満たしているとの結論に達した。 
・予備審査において改善が求められた事項が十分に改善されていると確認できた。 
・序章については、研究の背景と目的が先行研究に基づいて十分に整理され、本論文の
学術的位置づけや意義が明確となり、序章と結論との論理的整合性がはかられた。 
・新詩・小詩の日本語訳において大きな改善が見られた。 
・周作人が俳句の翻訳を常に中国文学の近代化との関連性の中で捉えようとしていたこ
とを明らかにし、周作人と日本文学との関わりという点において、新たな研究的視点
を呈示した。 
・周作人による俳句の翻訳と小詩運動の関連性を解明したことにより、俳句の翻訳の近
代中国文学への影響の可能性と限界を明らかにし、中国詩歌における日本詩歌の受容
について新たな知見を示した。 
 
２．審査結果 
     合 
